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｢

公
法
」
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
（
一
）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
展
開

柴

田

尭

史

は

じ

め

に

第
一
章

ド
イ
ツ
に
お
け
る
従
来
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
通
説

第
一
節

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
パ
イ
オ
ニ
ア

カ
ー
ル
＝
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

第
二
節

ド
イ
ツ
国
法
学
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ウ
ル
リ
ヒ
＝
シ
ョ
イ
ナ
ー

第
三
節

民
主
的
な
決
定
の
代
替
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
ル
‐
ウ
ル
リ
ヒ
＝
マ
イ
ン
（
以
上
本
号
）

第
二
章

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
通
説
か
ら
の
離
脱
と
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
」

第
一
節

通
説
に
対
す
る
批
判
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能

ゲ
オ
ル
ク
＝
ブ
ル
ン
ナ
ー

第
二
節

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
「
機
能
」

ズ
ザ
ン
ネ
＝
テ
ィ
ー
マ
ン

第
三
章

ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
転
回

ヴ
ァ
ル
タ
ー
＝
ク
レ
ー
プ
ス

第
一
節

従
来
の
議
論
に
対
す
る
批
判

第
二
節

国
家
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

お

わ

り

に
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は

じ

め

に

（
１
）
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的

「『

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』
に
よ
っ
て
、
国
法
学
・
行
政
法
学
が
国
家
制
度
す
べ
て
に
ひ
と
き
わ
の

意
義
を
与
え
る
現
象
が
論
じ
ら
れ
る
」(

ヴ
ァ
ル
タ
ー
＝
ク
レ
ー
プ
ス)
(

�)

。
日
本
で
も
、
公
法
、
す
な
わ
ち
憲
法
と
行
政
法
に
お
い
て
、

様
々
な
局
面
で
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
統
制)

(

�)

」
と
い
う
語
は
頻
出
す
る
。
憲
法
に
お
い
て
は
、
宮
沢
俊
義
博
士
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

『
日
本
国
憲
法
』
で
は
、
議
会
と
内
閣
の
関
係
に
つ
い
て
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
。

(

�)

近
年
で
は
、
高
橋
和
之
教

授
の
「
国
民
内
閣
制
」
論
に
お
い
て
「
ア
ク
シ
ョ
ン
（
統
治)－

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
図
式
が
論
じ
ら
れ
る
。

(

�)

ま
た
、
以
前
か
ら
国
政
調

査
権
は
議
会
の
（
特
に
内
閣
へ
の
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
だ
と
さ
れ
て
き
た
。

(

�)

行
政
法
学
に
お
い
て
も
、
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
語
ら
れ
、

(

�)

特
に
裁
判
所
に
よ
る
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主
題
と
さ
れ
て
き
た
。
典
型
例
と
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
行
政
裁
量
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(

�)

ま
た
、
憲
法
と
行
政
法
に
ま
た
が
る
分
野
と
し
て
、
財
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ

る
。
冒
頭
の
ク
レ
ー
プ
ス
の
指
摘
は
、
日
本
に
も
あ
て
は
ま
る
。

以
上
の
例
に
お
い
て
、
日
本
で
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
、
目
的
、
あ
る
い
は
機
能
を
明
確
化
し
た
上
で
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
以
上
の
例
は
、
特
定
の
現
象
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
、
特
定
の
現

象
の
集
合
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
総
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
語
が
も
つ
イ
メ
ー

ジ
に
頼
っ
て
こ
れ
ま
で
議
論
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
の
仕
方
に
は
、
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
意
味
内
容
が
文
脈
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
語
を
用
い
な
が
ら
も
、
使
用
す
る
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
左
右
さ
れ
、

意
味
す
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
違
う
と
い
う
こ
と
が
生
じ
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ク
レ
ー
プ
ス
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
…
…
コ
ン
ト
ロ
ー

論 説
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ル
の
概
念
が
使
用
さ
れ
る
頻
度
は
、
ま
さ
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
明
確
さ
に
反
比
例
す
る
関
係
に
あ
る
」

(

�)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、

以
上
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
イ
メ
ー
ジ
に
頼
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
は
そ
も
そ
も
何
か
。
本
稿
の
問
題
の
所
在
は

こ
の
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
、
目
的
、
機
能
を
問
い
、
そ
れ
ら
を
明
確
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
２
）
本
稿
の
方
法
と
対
象
の
限
定

右
記
の
問
題
意
識
と
目
的
か
ら
本
稿
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
め
ぐ
る
学
説
上
の
議
論
を
精
査
す
る
方
法
を
と
る
。
日
本
で
は
、
小
嶋
和
司
博
士
、

(

�)

�
田
栄
司
教
授
な

(

�)

ど
数
人
の
研
究
者
に
よ

っ
て
現
象
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
研
究
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
本
稿
が
検
討
す
る
問
題
は
十
分
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
戦
後
か
ら
一
貫
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
議
論
の
中
で
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
、
目
的
、
お
よ
び
機
能
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
憲
法
学
は
、
こ
れ
ま

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
議
論
に
依
拠
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
成
果
は
、
日
本
の
議
論
に
と

っ
て
も
大
い
に
参
考
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
際
、
本
稿
は
、
対
象
を
一
九
八
四
年
に
出
版
さ
れ
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
＝
ク
レ
ー
プ
ス
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ま
で
と
す
る
。
確
か
に
、

ク
レ
ー
プ
ス
の
議
論
で
さ
え
す
で
に
四
半
世
紀
を
経
て
い
る
。
し
か
し
、
ク
レ
ー
プ
ス
の
論
文
を
取
扱
う
こ
と
に
は
、
次
の
よ
う
な
意

義
が
あ
る
。
第
一
に
、
ク
レ
ー
プ
ス
の
論
文
は
、
最
近
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
引
用
さ
れ
、
ク
レ
ー
プ
ス
の
議
論
に
対
す
る
賛
否
を
含
め
、
最
近
の
議
論
に
何
ら
か
の
形
で
影
響
し
、
そ
れ
ら
の
議
論
を
規
定
し

て
い
る
。

(

�)

そ
れ
ゆ
え
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
わ
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近
の
議
論
を
取
扱
う
場
合
、
そ
の
前
提
と
し
て
ク
レ
ー
プ
ス
の

議
論
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
ク
レ
ー
プ
ス
は
、
そ
の
論
文
の
中
で
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ

る
議
論
を
非
常
に
丹
念
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
検
討
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
議
論
が
、
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
概
念
化
し
、

｢公法」におけるコントロール概念（一）
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ど
の
よ
う
な
目
的
や
機
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
与
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
二
点
に
、
ク
レ
ー
プ
ス
の
論
文

を
本
格
的
に
取
扱
い
、
そ
の
議
論
を
検
討
す
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
稿
が
取
扱
っ
た
素
材
は
、
検
討
の
対
象
の
限
定
に
と
も
な
い
、
す
べ
て
古
い
。
日
本
に
お
い
て
は
、
第
一
章
で
取
扱
う
カ

ー
ル
＝
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
み
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
と
し
て
従
来
取
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
後
に
明

ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
以
外
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
者
は
極
め

て
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
研
究
者
は
日
本
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
以
降
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
論
を
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
検
討
が
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
止
ま
っ

て
い
る
今
日
の
状
況
に
と
っ
て
非
常
に
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿
は
、
対
象
を
一
九
八
四
年
ま
で
の
議
論
と
し
、
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
今
日
の
議
論
に
言
及
す
る
こ
と
と

す
る
。
た
だ
、
本
稿
で
言
及
し
た
も
の
も
含
め
、
最
近
の
議
論
は
次
稿
の
課
題
と
す
る
。

（
３
）
本
稿
の
構
成

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
ま
ず
、
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
通
説
を
取
上
げ
る
（
第
一
章)

。
次

に
、
通
説
と
は
異
な
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
を
扱
う
（
第
二
章)

。
そ
し
て
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
＝
ク
レ
ー
プ
ス
の
議
論
を
詳
細
に
検
討

す
る
（
第
三
章)

。
最
後
に
、
ク
レ
ー
プ
ス
の
議
論
が
最
近
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
検
討
し
、

若
干
の
分
析
を
行
い
、
さ
ら
に
今
後
の
課
題
を
論
じ
た
い
（
お
わ
り
に)

。

第
一
章

ド
イ
ツ
に
お
け
る
従
来
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
通
説

本
章
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
従
来
の
通
説
を
取
扱
う
。
通
説
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の
は
、
カ
ー
ル=

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と

ウ
ル
リ
ヒ=

シ
ョ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
民
主
制
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
結
び
付
け
る
カ
ー
ル－

ウ
ル
リ
ヒ
＝
マ
イ
ン
も
、
シ
ョ
イ
ナ

論 説
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ー
に
つ
な
が
る
人
物
と
し
て
、
こ
こ
で
検
討
す
る
。

第
一
節

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
パ
イ
オ
ニ
ア

カ
ー
ル
＝
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
議
論
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
今
日
で
も
大
き
な

存
在
で
あ
る
。
後
に
扱
う
ク
レ
ー
プ
ス
は
、「
…
…
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
解
の
最
も
傑
出
し
た
代
表
者
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
理

解
は
、
ド
イ
ツ
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
語
圏
の
国
法
ド
グ
マ
テ
ィ
ー
ク
と
政
治
学
に
お
け
る
議
論
に
も
持
続
し
て
影
響
を
与
え
て
い
る
」

(

�)

と
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
評
す
る
。
ま
た
、
戦
後
日
本
の
憲
法
学
に
お
い
て
も
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

概
念
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
領
域
で
幾
度
と
な
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

(

�)

以
下
で
は
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
ど
の
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
を
構
想
し
た
の
か
を
再
検
討
し
て
い
く
。

（
１
）
政
治
に
お
け
る
「
力
」
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
役
割

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
力
」
の
分
析
か
ら
議
論
を
は
じ
め
る
。

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
と
っ
て
、「
力
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
に
お
い
て
妥
当
し
、
特
に
社
会－

政
治
学
の
領
域
で
決
定
的
な

意
義
を
も
つ
。
政
治
と
は
、
力
を
め
ぐ
る
闘
争
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

(

�)

」
こ
の
「
力
」
は
、
そ
れ
自
体
で
は
中
立
的
で
機
能
的
な
、

倫
理
上
も
道
徳
上
も
価
値
評
価
を
含
ま
な
い
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
な
い
力
は
、
そ
の
本
性
に
よ
れ
ば
悪
で

あ
る
」
と
、
倫
理
上
、
あ
る
い
は
道
徳
上
の
価
値
評
価
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、「
力
」
の
病
理
的
な
側
面
で
あ
り
、「
力
」
が
濫

用
さ
れ
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
政

治
に
お
け
る
力
」
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
政
治
シ
ス
テ
ム
を
分
析
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
力
の
名
宛
人
〔
国
民
〕
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
は
、
力
の
担
い
手
に
よ
る
政
治
に
お
け
る
力
の
行
使
が
適
切
な
方
法
で
監
視

さ
れ
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
無
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
働
き
方
と
安
定
性
、
並
び
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

｢公法」におけるコントロール概念（一）
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範
囲
と
強
度
は
、
そ
の
都
度
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
示
し
、
あ
る
政
治
シ
ス
テ
ム
を
別
の
政
治
シ
ス
テ
ム
か
ら
区
別
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

政
治
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
す
る
方
法
は
、
力
の
監
視
と
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
こ
と
で
の
み
見
出
さ
れ
う
る
。

(

�)

」

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
分
析
を
用
い
る
と
、
力
が
分
割
さ
れ
て
行
使
さ
れ
る
立
憲
主
義
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て

い
る
政
治
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
本
質
と
核
心
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

（
２
）
作
用
分
立
と
し
て
の
「
権
力
分
立
」
批
判

直
前
に
検
討
し
た
「
立
憲
主
義
」
は
、
そ
の
淵
源
を
一
七
、
一
八
世
紀
に
持
つ
。

(

�)

そ
の
近
代
「
立
憲
主
義
」
に
お
い
て
、
極
め
て
有
名
な
政
治
に
お
け
る
ド
グ
マ
、「
権
力
分
立
」
が
存
在
し
た
。
こ
の
権
力
分
立
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
憲
法
で
す
ら
標
準
装
備
と
な
っ
て
い
る
が
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
権
力
分
立
は
、「
時
代
遅

れ
」
で
あ
り
、「
現
実
離
れ
」
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
現
代
議
会
主
義
で
は
、
議
会
と
執
行
が
、
人
に
お
い
て
も
作
用
に
お

い
て
も
一
体
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
批
判
さ
れ
て
い
る
「
権
力
分
立
」
が
意
味
す
る
の
は
、
一
方
で
は
、
国
家
は
、

様
々
な
作
用
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
分
業
の
技
術
上
の
問
題
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
異
な
っ
た
機
関
が

こ
れ
ら
の
作
用
を
遂
行
す
る
な
ら
ば
、
力
の
名
宛
人
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
自
由
の
問
題
と
い
う
二
つ
の
こ
と
で

あ
る
。
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
古
い
「
権
力
分
立
」
は
、「
政
治
に
お
け
る
力
が
分
割
さ
れ
、

相
互
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
行
使
さ
れ
る
必
要
性
を
古
典
的
に
表
現
し
た
形
式
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。」
こ
の
「
権
力
分
立
」
は
、

実
際
に
は
特
定
の
国
家
作
用
を
異
な
っ
た
国
家
機
関
に
分
配
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、「
権
力
」
は
単
な
る
比
喩
で
あ
り
、「
作
用
」

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
た
「
権
力
分
立
」
は
、
政
治
に
お
け
る
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
本
質
的
で
も
、
す

べ
て
の
不
滅
な
る
も
の
に
つ
い
て
の
自
明
の
真
理
で
も
な
い
と
さ
れ
る
。

(
�)

（
３
）｢

新
た
な
国
家
機
能
の
三
区
分
」

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
批
判
し
た
権
力
分
立
に
代
わ
る
、
新
た
な
力
の
動
態
の
分

析
を
提
示
す
る
。
そ
れ
が
、「
新
た
な
国
家
機
能
の
三
区
分｣

、
す
な
わ
ち
、
政
策
決
定(

p
o

licy
d
e

te
rm

in
atio

n
;

d
ie

p
o

litisch
e

論 説
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G
e

staltu
n

g
-o

d
e

r
G

ru
n

d
e

n
tsch

e
id

u
n

g)

、
政
策
執
行(

p
o

licy
e

x
e

cu
tio

n
;

d
ie

A
u

s-o
d

e
r
�
�
���

��
�
��
�
	

d
e

r
G

ru
n

d
e

n
tsch

e
id

u
n

g)

、

政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル(

p
o

licy
co

n
tro

l;
d

ie
p

o
litisch

e
K

o
n

tro
lle)

で
あ
る
。

(

�)
①
政
策
決
定

「
政
策
の
基
本
決
定
、
あ
る
い
は
政
策
の
決
定
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
国
家
共
同
体
が
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
い
く
つ

か
の
基
本
的
な
選
択
肢
か
ら
一
つ
を
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
。
共
同
体
の
構
成
に
と
っ
て
、
現
在
に
も
、
し
ば
し
ば
将
来
に
も
方
針
を

示
す
基
本
的
な
公
共
体
の
決
断
が
、
政
策
の
基
本
決
定
と
み
な
さ
れ
る
。」
政
策
決
定
は
、
憲
法
制
定
の
よ
う
な
国
制
の
決
定
か
ら
、

日
々
の
経
済
政
策
や
外
交
政
策
の
よ
う
な
、
対
内
的
、
あ
る
い
は
対
外
的
な
政
策
の
決
定
ま
で
が
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
る
。

(

�)

②
政
策
執
行

「
政
策
執
行
は
、
政
策
決
定
を
実
施
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。

(

�)

」｢

政
策
決
定
の
執
行
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
政
策

決
定
を
実
行
に
移
す
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
決
定
の
執
行
は
国
家
に
よ
る
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
関
わ
っ
て
い
る
。」
政
策
執
行
が

最
も
目
に
付
き
や
す
い
の
は
、
行
政
で
あ
る
。

(

�)

③
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

「
新
た
な
三
区
分
の
核
心
は
、
第
三
の
機
能
、
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
あ
る
。

(

�)

」
し
か
し
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
は
、
前
二
者
の
よ
う
に
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
明
確
な
定
義
を
与
え
ず
、
そ
の
行
使
の
さ
れ
方
を
論
じ
る
。

こ
の
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
行
使
さ
れ
る
の
か
。
立
憲
国
家
で
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
は
二
重
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
つ
目
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、「
国
家
の
行
為
が
、
い
く
つ
か
の
力
の
担
い
手
が
実
施
す
る
意
思
を
共
通
に
表
明
す
る
場
合
に
の
み
、

成
立
す
る
」
と
い
う
協
働
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
い
か
な
る
力
の
担
い
手
も
、
他
の
力
の
担
い
手
に
自
ら
の
意

思
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
例
は
、
立
法
機
能
を
上
院
と
下
院
に
分
割
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、「
あ
る
力
の
担
い
手
が
、
別
の
力
の
担
い
手
に
よ
る
国
家
行
為
の
実
施
を
阻
止
す
る
、
…
…
あ
る
い
は
そ
の
存

在
自
体
を
危
険
に
さ
ら
す
」
こ
と
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
あ
る
力
の
担
い
手
が
、
自
己
の
裁
量
に
よ
っ
て
別
の
力
の

担
い
手
か
ら
独
立
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
、
つ
ま
り
、
用
い
る
か
ど
う
か
は
、
力
の
担
い
手
の
自
由
で
あ
る
。
執
行
に
よ
る
議
会

｢公法」におけるコントロール概念（一）
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解
散
権
の
行
使
が
こ
の
典
型
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
理
解
す
る
と
、
分
割
さ
れ
た
力
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
力

は
違
う
と
い
う
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
協
働
で
あ
る
場
合
は
、
分
割
さ
れ
た
力
相
互
に
よ
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
阻
止
で
あ
る
場
合
は
、
自
律
的
な
力
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。

(

�)(

�)
し
か
し
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
力
の
担
い
手
に
限
定
を
か
け
る
。
つ

ま
り
、「
…
…
政
治
の
実
務
で
は
、
政
府
と
議
会
の
協
働
と
対
立
が
力
の
プ
ロ
セ
ス
の
核
心
を
形
成
」

(

�)

し
、「
古
典
的
な
三
分
法
に
お
い

て
第
三
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
裁
判
作
用
は
、
本
書
の
新
た
な
三
区
分
の
下
で
特
徴
あ
る
市
民
権
の
喪
失

(
cap

itis

d
e

m
in

u
tio)

を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

(

�)

。
つ
ま
り
、
議
会
と
政
府
こ
そ
が
、
政
治
に
お
け
る
力
の
担
い
手
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
裁
判
所
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
場
合
に
の
み
、
力
の
担
い
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
違
憲
審
査
権
を
行
使
す
る
場

合
で
あ
る
。

(

�)

（
４
）
小
括

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、「
政
治
に
お
け
る
力
」
を
制
限
し
、
力
の
名
宛
人
の
自
由

を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
国
家
に
お
い
て
は
、
作
用
分
立
と
し
て
の
権
力
分
立
と
い
う
ド
グ
マ
は
、
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
る

た
め
妥
当
で
は
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
政
策
決
定
、
政
策
執
行
、
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
新
た
な
国
家
機
能
の
三
区
分
が
提

起
さ
れ
る
。
そ
の
三
区
分
の
要
は
、
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
一
方
で
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
者
の
自
由
意
志
に
任
さ
れ
た
阻
止
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
他
方
で
、
分
割
さ
れ
た
力
が
協
働
す
る
こ
と
で
生
じ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
二
つ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
担
い
手
は
、
政
治
に
お
け
る
力
を
有
す
る
議
会
と
政
府
で
あ
る
。

第
二
節

ド
イ
ツ
国
法
学
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ウ
ル
リ
ヒ
＝
シ
ョ
イ
ナ
ー

第
一
節
で
扱
っ
た
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
議
論
は
、
ド
イ
ツ
語
版
の
序
文
で
「
比
較
法
に
よ
る
分
析
」
と
し
な
が
ら
も
、
政
治

論 説
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学
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
、
こ
の
こ
と
を
認
め
る
。

(

�)

そ
れ
に
対
し
て
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

国
法
学
の
枠
内
で
研
究
し
た
。
今
日
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
よ
く
引
用
さ
れ
る
。

(

�)

他
方
で
、
日
本

に
お
い
て
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
ま
っ
た
く
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
検
討
す
る
際
に
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
検
討
を
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
節
で
は
、「
民
主
制
に
基
づ
く
憲
法
秩
序
に
お
け
る
責
任
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」(

一
九
七
〇
年
）

(

�)

を
中
心
と
し
て
、

そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
「
民
主
制
に
基
づ
く
国
家
に
お
け
る
国
家
の
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
憲
法
秩
序
に
お
け

る
力
の
制
限
」(

一
九
七
七
年
）

(

�)

に
も
言
及
し
な
が
ら
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
が
ど
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
を
構
築
し
た
か
を
検
討

す
る
。

(

�)(

�)

（
１
）｢

民
主
制
」

シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、「
責
任
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
国
家
の
生
プ
ロ
セ
ス(

�
�
��
�
��
��	�


)

に
お
い
て
、
民
主
制

の
形
態
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
の
そ
れ
ら
の
場
所
を
有
し
て
」

(

�)

お
り
、
ま
た
「
責
任
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
民
主
制
に
基
づ
く
憲
法

秩
序
の
基
本
要
素
で
あ
る
」

(

�)

と
述
べ
、
責
任
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
民
主
制
と
結
び
つ
け
る
。

で
は
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
ど
の
よ
う
な
民
主
制
観
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
に
基
づ
く
直
接
民
主
制
を
批
判
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
直
接
民
主
制
は
、
現
実
を
考

慮
せ
ず
、
世
論
の
自
由
と
多
元
性
を
排
除
す
る
こ
と
で
仮
想
の
国
民
の
統
一
性
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
直
接
民
主
制
に
は
、

力
の
執
行
を
止
揚
す
る
、
つ
ま
り
支
配
が
な
い
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
理
念
が
綯
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
、
と
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
述
べ
る
。

し
か
し
、
現
代
国
家
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
国
家
に
よ
る
力
の
行
使
は
、
国
民
に
よ
る
直
接
の
、
あ
る
い
は
間
接
の
委
任
に
の
み
基

づ
く
。
そ
の
委
任
は
、
対
象
と
時
間
に
お
い
て
限
定
さ
れ
た
委
任
で
あ
り
、
責
任
の
下
で
果
た
さ
れ
る
。
現
代
の
公
共
体
は
、
委
任
さ

れ
た
力
を
行
使
す
る
間
接
的
で
制
度
化
さ
れ
た
機
構
な
く
し
て
は
、
活
動
す
る
統
一
体
と
し
て
維
持
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
委
任
さ
れ

｢公法」におけるコントロール概念（一）
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た
力
を
行
使
す
る
に
あ
た
り
、
優
位
し
、
支
配
す
る
者
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
間
接
（
代
表
）
民
主
制
し
か
あ
り
え
な
い
。「
代

表
民
主
制
に
お
い
て
の
み
、
政
治
に
お
け
る
力
の
行
使
の
真
正
の
制
限
、
力
を
行
使
す
る
手
段
で
あ
る
決
定
権
能
の
区
分
、
そ
し
て
行

動
の
真
正
の
責
任
が
、
可
能
で
あ
る
」
と
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
述
べ
る
。

(

�)

し
た
が
っ
て
、
責
任
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
こ
の
間
接
（
代
表
）

民
主
制
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
代
国
家
は
民
主
制
に
基
づ
く
議
会
制
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
最
高
機
関
に
よ
る
相
互
の
「
協
働
」
が
重
要
と
な

る
。
こ
の
「
協
働
」
の
例
は
、
議
会
の
み
な
ら
ず
、
政
府
が
法
律
の
制
定
に
関
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
議
会
が
、
本
来
執
行
の

領
域
で
あ
っ
た
予
算
、
防
衛
や
外
交
に
関
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ョ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
硬
直
し
た
「
作
用
分
立
」
と
誤
解
さ
れ
る

「
権
力
分
立
」
や
純
粋
な
権
限
思
考
で
は
、
こ
の
「
協
働
」
が
理
解
さ
れ
な
い
。

(

�)

た
だ
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
に
お
い
て
も
、
政
治
機
関
間
の

関
係
が
重
視
さ
れ
、
憲
法
裁
判
権
を
有
す
る
裁
判
所
に
つ
い
て
の
扱
い
は
小
さ
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
議
会
と
政
府
の
間
の
関
係
が
問
題
と

な
る
。

(

�)

（
２
）｢

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
「
責
任
」

で
は
、
民
主
制
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
「
責
任｣

、
特
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

シ
ョ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
民
主
制
で
は
、
力
の
行
使
の
委
任
と
の
関
係
に
お
い
て
、
責
任
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
「
委
任
の
対
重(

G
e
-

g
e

n
g

e
w

ich
t)

」
で
あ
る
。

(

�)

つ
ま
り
、
委
任
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
委
任
さ
れ
た
者
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
、
責
任
を
負
う
。
責

任
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
右
記
の
作
用
分
立
と
誤
解
さ
れ
る
権
力
分
立
に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
が
、
委
任
し
、
力

の
執
行
を
適
正
化
し
、
職
務
の
行
使
を
監
督
す
る
と
い
う
要
因
の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
民
主
制
秩
序
に
適
合
す
る
概
念
で
あ
る
。

(

�)

で
は
、
こ
の
よ
う
に
確
定
さ
れ
た
「
責
任
」
と
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
ど
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
、「
責
任
」
と
は
、「
行
動
す
る
者
が
、
そ
の
行
動
に
関
し
て
弁
明
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
行
動
す
る
者
に
対
し
て
そ
の
行

論 説
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態
を
審
査
す
る
こ
と
か
ら
結
論
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
」
り
、「
誤
っ
た
、
特
に
有
責
で
あ
る
行
動
を
引
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と(�

��
����

��
�
	
����)

」
で
あ
る
。

(

�)

「
責
任
」
概
念
に
対
し
て
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
概
念
は
よ
り
新
し
い
概
念
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
は
、
一
方
で
間
接
的

な
指
導
を
、
他
方
で
日
常
の
監
督
を
意
味
す
る
。「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
は
、
批
判
と
訂
正
に
よ
っ
て
効
果
を
及
ぼ
す
関
係
を
表
す
。」

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
は
監
督
の
概
念
に
近
い
が
、
監
督
と
の
違
い
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
監
督
が
、
監
督
さ
れ
る
者
に
対
し
て
監
督
す

る
者
が
優
位
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
介
入
手
段
を
内
在
し
て
い
る
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
そ
の
要
素
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
と
関
連
し
て
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
は
、
国
家
の
力
に
内
在
し
て
い
る
限
界
、
国
家
の
力
に
委
ね
ら
れ

た
課
題
を
遂
行
す
る
こ
と
、
そ
し
て
国
家
の
構
成
の
全
体
体
系
に
お
け
る
国
家
の
力
の
位
置
を
守
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
国
家
の
力

を
監
督
す
る
こ
と
を
特
徴
付
け
る
」

(
�)

と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
性
格
は
広
く
、
柔
軟
に
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
特
徴
は
、
観
察
し
、
効
果
を
及
ぼ
す
方
法
を
包
摂
す
る
。
責
任
を
負
う
者
に
よ
る
行
態
が
、
そ
れ
ら
の

方
法
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
、[

責
任
を
負
う
者
に
〕
意
見
を
表
明
す
る
、
あ
る
い
は
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
影
響
さ

れ
る
。

(

�)

」
し
か
し
、「
責
任
」
と
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
は
、
密
接
に
結
合
し
て
い
る
が
、
相
違
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
、
政
治
に
お
い
て
も
、
法
に
お
い
て
も
、
結
果
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

�)

さ
ら
に
、
権
力
分
立
に
関
す
る

シ
ョ
イ
ナ
ー
の
見
解
を
述
べ
た
際
に
、「
協
働
」
が
新
た
な
像
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
憲
法
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
形
式
も
規
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
代
で
は
、
議
会
に
よ
る
政
府
に
対
す
る
「
事
後
の
審
査
」
よ
り
も
、
議
会
と
政
府
の
「
事
前

の
協
働
」
と
い
う
形
式
で
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
現
れ
る
。

(

�)

ま
た
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、「
責
任
」(

一
九
七
七
年
論
文
で
は
、「[

事
後
〕
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
過
程｣

）
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
形
式
を

｢公法」におけるコントロール概念（一）
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挙
げ
る
。
第
一
に
異
な
る
二
つ
の
機
構
が
対
峙
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
そ
れ
ら
の
機
構
が
、
独
自
の
決
定
権
限
、
す
な
わ
ち

力
を
有
し
、
そ
れ
ら
の
間
に
は
「
距
離
」
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
政
治
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
場
合
に
は
、「
公

共
の
福
祉
」
の
実
効
的
な
遂
行
の
よ
う
な
裁
判
の
対
象
と
な
ら
な
い
規
準
で
（
審
査
さ
れ
、）
責
任
を
主
張
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
形
式
も
、
現
代
で
は
動
揺
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
事
前
の
協
働
」
が
、
憲
法
上
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
形
式
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
議
会
と
政
府
の
「
事
前
の
協
働
」
と
い
う
形
式
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
事
後
の
責
任
を
困

難
に
す
る
、
あ
る
い
は
不
可
能
に
す
る
。

(

�)

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
何
に
役
立
つ
の
か
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
の
か
を
検
討
す
る
。
シ
ョ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、「
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
、
個
人
が
自
由
に
発
展
し
、
力
の
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
国
家
の
力
を
制
限
す
る
と
い
う
観
念
の
要
素
で
あ
る
。

(

�)｣

「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
い
う
要
素
は
、
自
由
の
維
持
と
力
の
制
限
に
役
に
立
つ
。

(

�)

」
つ
ま
り
、「
個
人
の
自
由
の
保
護
」
と
「
力
の
制
限
」
が
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
で
あ
る
。

（
３
）
小
括

シ
ョ
イ
ナ
ー
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
責
任
は
間
接
民
主
制
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

監
督
と
異
な
っ
て
、
優
位
関
係
も
介
入
手
段
も
な
く
、
批
判
と
訂
正
に
よ
っ
て
効
果
を
及
ぼ
す
関
係
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

「
事
前
の
協
働
」
と
「
事
後
の
審
査
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
責
任
は
、
行
動
す
る
者
が
、
そ
の
行
動
に
つ
い
て
弁
明
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
そ
の
行
態
に
つ
い
て
結
論
が
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
責
任
の
担
い
手
は
、
特
に
議
会
と
政
府
で

あ
る
。
現
代
国
家
で
は
、
立
法
の
例
の
よ
う
に
「
事
前
の
協
働
」
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
現
れ
る
。
た
だ
、
困
難
に
な
っ
て
い
る

「
事
後
の
審
査
」
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
責
任
）
は
、
三
つ
の
構
成
要
素
を
含
む
過
程
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

る
機
構
に
「
決
定
す
る
力
」
が
あ
る
こ
と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
構
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
機
構
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
こ

と
、
最
後
に
「
審
査
す
る
基
準
」
と
い
う
要
素
で
あ
る
。

論 説
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第
三
節

民
主
的
な
決
定
の
代
替
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
ル－

ウ
ル
リ
ヒ
＝
マ
イ
ン

こ
こ
で
は
、
民
主
制
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
結
び
付
け
て
論
じ
た
シ
ョ
イ
ナ
ー
に
関
連
し
て
、
民
主
制
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
密
接
に
結

び
付
け
て
議
論
し
た
マ
イ
ン
を
検
討
す
る
。

(

�)

マ
イ
ン
は
、
基
本
法
の
憲
法
原
理
に
則
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
論
じ
て
い
る
。

（
１
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
特
徴

マ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
自
己
決
定
の
代
替(

E
rsatz,

S
u

rro
g

at)

で
あ
り
、
対
象

に
お
い
て
包
括
的
な
原
理
で
あ
る
。

(

�)

し
か
し
、
マ
イ
ン
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
探
求
を
序
論
で
早
々
に
断
念
す
る
。
と
い
う
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
機
関
や
憲
法
制
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を
研
究
し
な
い
こ
と
に
は
、
基
本
法
の
憲
法
秩
序
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
理
論
の
基
礎
に
取
組
む
研
究
の
結
果
が
出
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
議
論
を
進
め
る
た
め
に
、
マ
イ
ン
は
、
一
時
的
で

仮
説
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
を
設
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
あ
る
憲
法
機
関
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
憲
法
制
度

に
よ
る
他
の
機
関
、
あ
る
い
は
制
度
へ
の
事
前
の
、
随
伴
す
る
、
あ
る
い
は
事
後
の
影
響
と
理
解
さ
れ
る
。」
こ
の
よ
う
な
「
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
、
責
任
を
主
張
す
る
、
あ
る
い
は
法
に
よ
っ
て
予
め
与
え
ら
れ
た
規
準
に
基
づ
い
て
他
の
憲
法
機
関
に
よ
る
決
定
に
影
響
し
、

ま
た
は
決
定
が
訂
正
さ
れ
る
き
っ
か
け
を
作
ろ
う
と
す
る｣

(

�)

。
こ
の
マ
イ
ン
の
作
業
仮
説
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
影
響
や

責
任
と
関
連
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
従
来
説
か
れ
て
き
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
憲
法
原
理
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
は
、
マ
イ
ン
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
民
主
制
原
理
と
法
治
国
家
原
理
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

①
民
主
制
原
理
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

マ
イ
ン
は
、
基
本
法
の
憲
法
原
理
に
お
い
て
、
民
主
制
を
憲
法
の
基
本
原
理
の
中
の
基
本
原
理
と

考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
の
憲
法
秩
序
は
、
民
主
制
に
基
づ
く
法
治
国
家
と
理
解
さ
れ
る
が
、
国
民
主

権
原
理
と
い
う
正
統
性
の
根
拠
を
考
慮
す
る
と
「
法
治
国
家
に
基
づ
く
民
主
制
」
と
も
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
正
統

性
の
根
拠
か
ら
、
他
の
憲
法
原
理
に
対
す
る
民
主
制
の
優
位
が
現
れ
る
と
さ
れ
る
。

(
�)

こ
の
民
主
制
原
理
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

｢公法」におけるコントロール概念（一）
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「
代
替
」
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
と
さ
れ
る
。
マ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
民
主
制
の
も
っ
と
も
純
粋
で
も
っ
と
も
一
般
的
な
形
式
は
、
国

民
の
自
己
支
配
に
よ
る
自
己
決
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
直
接
民
主
制
が
理
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
国
家
権
力
を
選
出
さ
れ

た
機
関
に
委
ね
て
い
る
、
つ
ま
り
間
接
民
主
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
の
民
主
制
は
、
あ
く
ま
で
直
接
の
自
己
決
定
と

い
う
理
想
の
不
可
欠
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
直
接
の
自
己
決
定
以
外
は
代
替
で
あ
る
。
マ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
二
〇
条
二
項
二
文

の
「
選
挙
」
に
は
、
二
重
の
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
民
が
、
国
家
機
関
を
形
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
支
配
の
行
為
を
行
う
と

い
う
直
接
性
で
あ
り
、
そ
の
反
面
で
国
民
の
決
定
権
能
を
代
表
者
に
委
ね
る
と
い
う
間
接
性
で
あ
る
。
こ
の
間
接
性
の
た
め
に
、
選
挙

に
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
が
認
め
ら
れ
る
。

(

�)

ま
た
、
マ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、「
代
替
」
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
国
民
と
代
表
者
の
間
だ
け
に
で
は
な
く
、
民
主
制
に
よ
っ
て

根
拠
付
け
ら
れ
、
正
統
性
を
認
め
ら
れ
た
代
表
プ
ロ
セ
ス
を
継
続
す
る
こ
と
に
も
妥
当
す
る
。
そ
の
際
、
マ
イ
ン
は
、
議
会
を
「
全
権
」

を
有
す
る
機
関
と
捉
え
る
。
し
か
し
、
議
会
の
「
全
権
」
は
、
権
力
分
立
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
、
不
完
全
で
あ
る
。
そ
れ
を
補
う
も
の

と
し
て
、
議
会
に
よ
る
執
行
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
議
会
の
全
権
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
は
、
民
主
制
に
と
っ

て
耐
え
る
こ
と
が
で
き
、
是
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
る
。

(

�)(

�)

②
法
治
国
家
原
理
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

そ
れ
に
対
し
て
、
マ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
法
治
国
家
原
理
は
規
準
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
根
拠
で
あ
る
。

そ
の
際
、
裁
判
権
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ン
は
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

法
治
国
家
か
ら
展
開
さ
れ
た

は
、
決
定

権
限
と
（
代
替
で
あ
る
政
治
に
お
け
る
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
関
係
な
い
」
と
述
べ
る
。
と
い
う
の
は
、
直
接
に
民
主
的
な
正
統
性
を
認

め
ら
れ
た
、
全
権
を
持
つ
議
会
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
規
準
、
す
な
わ
ち
法
律
の
内
容
、
し
た
が
っ
て
規
準
の
目
的
と
方
針
を
決
定
す

る
た
め
で
あ
る
。

(

�)

さ
ら
に
裁
判
と
の
関
係
で
敷
衍
す
れ
ば
、
単
純
な
裁
判
の
場
合
は
、
単
純
法
律
が
規
準
と
な
り
、
そ
れ
は
、
議
会
の

立
法
者
が
制
定
し
、
憲
法
裁
判
の
場
合
で
は
、
憲
法
が
規
準
と
な
り
、
そ
れ
は
、
憲
法
制
定
者
、
あ
る
い
は
憲
法
改
正
法
律
の
立
法
者

論 説
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が
制
定
す
る
。

(

�)

マ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
は
、
裁
判
官
が
次
の
要
請
の
下
に
あ
る
限
り
で
、
役
立
つ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
機
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
主
制
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
議
会
の
意
思
を
、
そ
れ
が
法
律
の
中
で
表
れ
て
い
る
限
り
で
、

あ
ら
ゆ
る
裁
判
官
の
判
決
に
貫
徹
さ
せ
る
と
い
う
要
請
で
あ
る
。

(

�)

」
マ
イ
ン
に
と
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
、
民
主
制
が
、
基
本
原
則
の
中

の
基
本
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
法
治
国
家
と
の
関
係
に
お
い
て
も
優
先
す
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
小
括

マ
イ
ン
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
自
己
決
定
の
代
替
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ン
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
探
求

を
断
念
し
、
一
時
的
で
仮
説
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
を
設
定
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
従
来
の
通
説
と
軌
を
一
に

す
る
。
自
己
決
定
の
代
替
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
民
主
制
原
理
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
マ
イ
ン
は
、
民
主
制
原
理
を
憲
法
の
基
本

原
理
の
中
の
基
本
原
理
で
あ
る
と
す
る
。
直
接
民
主
制
が
理
想
で
あ
る
が
、
現
実
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
間
接
民
主
制
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
間
接
民
主
制
で
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
自
己
決
定
の
「
代
替
」
と
し
て
機
能
す
る
。
ま
た
、
代
表
プ
ロ
セ
ス
の
継
続
に
お
い
て

は
、
議
会
が
「
全
権
」
を
有
す
る
と
さ
れ
る
が
、
権
力
分
立
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
そ
の
制
限
を
補
完
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
法
治
国
家
原
理
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(

�)
W

alte
r

K
re

b
s,

K
o

n
tro

lle
in

staatlich
e

n
E

n
tsch

e
id

u
n

g
sp

ro
ze

sse
n－

E
in

B
e

itrag
zu

r
re

ch
tlich

e
n

A
n

aly
se

v
o

n
g
e

rich
tlich

e
n
,

p
arlam

e
n

tarisch
e

n
u

n
d

R
e

ch
n

u
n

g
sh

o
f-K

o
n

tro
lle

n
,

C
.

F
.
�
�
���

r,
1

9
8

4
,

S
.

1
.

(

�)

本
稿
は
、“

K
o

n
tro

lle
”

を
そ
の
ま
ま
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
訳
し
、「
統
制
」
と
は
訳
さ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
統
制
」
と
い
う
語
は
、

ド
イ
ツ
語
の

“
L

e
n

k
u

n
g
”

と
共
通
性
を
有
す
る
概
念
と
し
て
、
戦
時
の
統
制
経
済
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ

の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
金
沢
良
雄
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
経
済
統
制
法
（
一)

」
法
学
会
論
集
（
北
海
道
大
学
）
第
六
巻
（
一
九
五
六
年
）

一
三
頁
。
同
『
経
済
法
〔
新
版]』

（
有
斐
閣
、
一
九
八
〇
年
）
四
〇
頁
。

(

�)

宮
沢
俊
義
（
著)

／
芦
部
信
喜
（
補
訂
）『

全
訂

日
本
国
憲
法
』(

日
本
評
論
社
、
一
九
七
八
年
）
五
〇
九
頁
、
五
一
一－

五
一
二
頁
。

(

�)

高
橋
和
之
「
国
民
内
閣
制
の
理
念
と
運
用
」
同
『
国
民
内
閣
制
の
理
念
と
運
用
』(

有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
七－

四
三
頁
。
同

｢公法」におけるコントロール概念（一）
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「
統
治
機
構
論
の
視
座
転
換
」
同
『
現
代
立
憲
主
義
の
制
度
構
想
』(

有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
一－

一
三
頁
、
特
に
一
〇－

一
一
頁
（
初

出
は
、
二
〇
〇
二
年)

。

(
�)

国
政
調
査
権
に
関
す
る
論
考
は
極
め
て
多
い
た
め
、
二
論
文
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
芦
部
信
喜
「
議
院
の
国
政
調
査
権
」
同
『
憲
法

と
議
会
政
』(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
三－

一
六
九
頁
（
初
出
は
、
一
九
五
三－

五
五
年)

。
孝
忠
延
夫
『
国
政
調
査
権
の
研
究
』

(

法
律
文
化
社
、
一
九
九
〇
年)

。

(

�)

法
治
主
義
を
行
政
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
捉
え
る
も
の
と
し
て
、
高
田
敏
編
『
新
版
行
政
法

法
治
主
義
具
体
化
法
と
し
て
の

』(

有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年)

。

(

�)

藤
田
宙
靖
『
第
四
版

行
政
法
Ⅰ
（
総
論)』

（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
九
四
頁
以
下
。
通
常
、
憲
法
で
こ
の
テ
ー
マ
は
ほ
と
ん
ど

議
論
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
例
外
と
し
て
、
橋
本
公
亘
『
憲
法
原
論
（
新
版)』

（
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年
）
四
一
二－

四
一
七
頁
。
行
政
裁
量

（
論
）
自
体
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
高
田
倫
子
「
行
政
裁
量
の
法
構
造
的
把
握

H
.

K
e

lse
n

に
よ
る
法
学
的
方
法
の
転
回
と

そ
の
現
代
的
意
義

」
阪
大
法
学
第
五
八
巻
（
二
〇
〇
九
年
）
第
六
号
一
二
五－

一
五
四
頁
。

(

�)
K

re
b

s,(
A

n
m

.
1)

,
S
.

1
.

(

�)

小
嶋
和
司
「
行
政
の
議
会
に
よ
る
統
制
」
同
『
小
嶋
和
司
憲
法
論
集
二

憲
法
と
政
治
機
構
』(

木
鐸
社
、
一
九
八
八
年
）
二
九
三－

三
三
八
頁
（
初
出
は
、
一
九
六
六
年)

。
こ
の
論
文
は
、
行
政
法
学
と
憲
法
学
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
に
お
い
て
対
話
可
能
で
あ
る
こ
と
を
現

在
の
読
者
に
示
し
て
い
る
。
小
嶋
論
文
以
降
、
憲
法
と
行
政
法
学
と
の
対
話
は
完
全
に
失
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
と

は
結
論
に
お
い
て
異
な
る
が
、
小
嶋
論
文
の
再
評
価
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
行
政
法
学
と
憲
法
学
に
ま
た
が
る
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
心
を
向
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
憲
法
」
で
は
な
く
、「
公
法
」
を
採
用
し
て
い
る
。

(

�)

�
田
教
授
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
貫
し
て
こ
の
テ
ー
マ
を
取
扱
っ
て
お
ら
れ
、
論
稿
も
非
常
に
多
い
の
で
、
文
献
を
三
点
だ
け
挙

げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
�
田
栄
司
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
お
け
る
反
対
派
の
政
府
統
制
権
能
（
一)

、（
二)

、（
三
・
完)

」
法
学
論
叢
第

一
一
三
巻
（
一
九
八
三
年
）
第
三
号
五
六－

七
八
頁
、
第
一
一
四
巻
（
一
九
八
四
年
）
第
二
号
三
〇－

五
六
頁
、
第
四
号
二
三－

四
三
頁
。

�
田
教
授
が
自
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
を
論
じ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
同
「
議
会
制
民
主
主
義
と
『
責
任
』
の
概
念
」
憲
法
理
論
研
究
会

『
議
会
制
民
主
主
義
と
政
治
改
革
〈
憲
法
理
論
叢
書
一
�』(

敬
文
堂
、
一
九
九
四
年
）
四
三－

五
四
頁
。
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
概
念
を
論
じ
な
が
ら
、
教
授
の
自
説
と
の
関
係
を
説
く
論
文
と
し
て
、
同
「
Ｋ
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
お
け
る
『
コ
ン
ト

論 説
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ロ
ー
ル
』
概
念
」
法
学
論
集
（
関
西
大
学
）
第
五
六
巻
（
二
〇
〇
七
年
）
第
五
・
六
合
併
号
八
五－

一
二
九
頁
。

(

�)

ク
レ
ー
プ
ス
に
論
及
し
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、R

ain
e

r
P

itsch
as,

V
e

rw
altu

n
g

sv
e

ran
tw

o
rtu

n
g

u
n

d
V

e
rw

altu
n

g
sv

e
rfah

re
n

－
S

tru
k

tu
rp

ro
b

le
m

e
,

F
u

n
k

tio
n

sb
e

d
in

g
u

n
g

e
n

u
n

d
E

n
tw

ick
e

lu
n

g
sp

e
rsp

e
k

tiv
e

n
e

in
e

s
k

o
n

se
n

su
ale

n
V

e
rw

altu
n

g
sre

ch
ts－

,
C

.
H

.

B
e

ck
,

1
9

9
0
;

Jo
h

an
n

e
s

M
asin

g
,

P
arlam

e
n

tarisch
e

U
n

te
rsu

ch
u

n
g
e

n
p

riv
ate

r
S

ach
v
e

rh
alte－

A
rt.

4
4

G
G

als
staatsg

e
rich

te
te

s

K
o

n
tro

llre
ch

t,
J.

C
.

B
.

M
o

h
r
(

P
au

l
S

ie
b
e

ck)
,

1
9

9
8
;

W
o

lfg
an

g
H

o
ffm

an
n
-R

ie
m

/E
b
e

rh
ard

S
ch

m
id

t-�
�
�
��
�
(

H
rsg

.)
,

V
e

rw
altu

n
g

sk
o

n
tro

lle
,

N
o

m
o

s,
2

0
0

1

掲
載
の
各
論
文
な
ど
。

(

�)
K

re
b

s,(
A

n
m

.
1)

,
S
.

8
.

(

�)

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
日
本
の
議
論
へ
影
響
し
た
こ
と
を
色
濃
く
示
し
て
い
る
の
は
、
本
稿
で
は
言
及
し
な
い
憲
法
の
存
在
論

に
よ
る
分
類
で
あ
ろ
う
。K

arl
L

o
e

w
e

n
ste

in
,

V
e

rfassu
n

g
sle

h
re

,
4
.

A
u

fl.,
J.

C
.

B
.

M
o

h
r
(

P
au

l
S

ie
b
e

ck)
,

2
0

0
0
,

S
.

1
5

1

�15
7
;

P
o

litical
P

o
w

e
r

an
d

th
e

G
o

v
e

rn
m

e
n

tal
P

ro
ce

ss,
2

n
d

e
d

itio
n
,

th
e

U
n

iv
e

rsity
o

f
C

h
icag

o
P

re
ss,

1
9

6
5
,

p
p
.

1
4

7

�15
3
.

邦
訳
と
し

て
は
、
阿
部
照
哉
・
山
川
雄
巳
（
共
訳
）『

新
訂

現
代
憲
法
論

政
治
権
力
と
統
治
過
程
』(

有
信
堂
、
一
九
八
六
年
）
一
八
六－

一
九

二
頁
。
日
本
で
、
憲
法
の
体
系
書
に
採
用
さ
れ
た
例
と
し
て
、
芦
部
信
喜
（
著
）
・
高
橋
和
之
（
補
訂
）『

憲
法

第
四
版
』(

岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
）
九
頁
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

3
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p
.

3
.

邦
訳
、
一
四
頁
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
邦
訳
が
あ
る
文
献
は
そ

れ
を
参
考
さ
せ
て
頂
き
、
当
該
頁
数
を
掲
載
す
る
が
、
訳
は
す
べ
て
筆
者
自
身
に
よ
る
。

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
訳
は
、
原
則
と
し
て
ド
イ
ツ
語
版
か
ら
訳
出
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
内
容
が
よ
り
分
か
り
や
す
い
と
思
わ
れ

る
場
合
、
ド
イ
ツ
語
版
を
英
語
版
に
ひ
き
つ
け
て
、
訳
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

邦
訳
は
、“

M
ach

t”

と

“
G

e
w

alt”

を
統
一
し
て
「
権
力
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
、“M

ach
t”

に
は
「
力
」
を

“
G

e
w

alt”

に

は
「
権
力
」
を
そ
れ
ぞ
れ
充
て
る
。
と
い
う
の
は
、「G

e
w

alt
:

権
力
」
は
法
概
念
で
も
あ
り
う
る
が
、「M

ach
t
:

力
」
は
、
法
概
念
に
限

ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

6

�

9
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p

p
.

6

�9.

邦
訳
、
一
七－

二
一
頁
。(

引
用
中
の
〔

〕
は
、
筆
者
。）

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

8
,

1
2
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p

p
.

7
,

1
2

�13
.

邦
訳
、
一
九
、
二
四
頁
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

5
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p
.

5
.

邦
訳
、
一
五
頁
。

｢公法」におけるコントロール概念（一）
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(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

3
1

�

3
3
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p

p
.

3
4

�36
.

邦
訳
、
四
八－

五
〇
頁
。

邦
訳
は
、“

F
u

n
k

tio
n
”

を
す
べ
て
統
一
し
て
「
機
能
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
、“

F
u

n
k

tio
n
”

が
用
い
ら
れ
る
場
面
に
応
じ

て
、「
作
用
」
と
「
機
能
」
を
使
い
分
け
る
。
本
稿
は
、
佐
々
木
惣
一
博
士
の
次
の
理
解
に
従
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
一
つ
の
目
的
の
た

め
に
、
幾
多
の
行
為
が
、
連
絡
を
保
っ
て
、
行
わ
れ
る
。
そ
の
各
々
の
目
的
を
国
家
の
一
つ
の
任
務
と
い
い
、
一
つ
の
任
務
の
た
め
に
行
わ

れ
る
行
為
を
包
括
し
て
、
一
つ
の
作
用
と
い
う
。
即
ち
、
作
用
と
は
国
権
の
発
動
た
る
幾
多
の
行
為
を
、
そ
の
目
的
に
関
係
せ
し
め
て
、
包

括
的
に
見
て
い
う
の
で
あ
る
。｣

「
国
家
の
行
為
は
国
家
の
行
為
を
為
す
者
と
し
て
行
動
す
る
特
定
の
人
の
行
動
に
よ
つ
て
為
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
人
は
無
数
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
を
国
家
の
機
関
又
は
国
権
の
機
関
と
い
う
。｣

「
故
に
国
権
の
発
動
に
お
い
て
は
、
国
権
の
作
用
が
国

権
の
機
関
に
よ
り
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。」
つ
ま
り
、
作
用
論
↓
機
関
論
↓
機
能
論
の
順
で
あ
る
。
佐
々
木
惣
一
『
改
訂

日
本
国
憲
法
論
』

(

有
斐
閣
、
一
九
五
二
年
）
二
四
〇－

二
四
一
頁
。(

引
用
の
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。）“

F
u

n
k

tio
n
”

と
い
う
用
語
の
語
法
、
お
よ
び

歴
史
に
つ
い
て
は
、G

e
o

rg
B

ru
n

n
e

r,
K

o
n

tro
lle

in
D

e
u

tsch
lan

d－
E

in
e

U
n

te
rsu

ch
u

n
g

zu
r

V
e

rfassu
n

g
so

rd
n

u
n

g
in

b
e

id
e

n
T

e
ile

n

D
e

u
tsch

lan
d

s,
M

ark
u

s
V

e
rlag

,
1

9
7

2
,

S
.

3
3

�35
.

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

3
9

f.;
S

u
p

ra
n

o
te
(

1
3)

,
p
.

4
2
.

邦
訳
、
五
六－

五
七
頁
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

4
0
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p

p
.

4
3

�44
.

邦
訳
、
五
七－

五
八
頁
。“

G
e

m
e

in
w

e
se

n
”

の
訳
語
は
、
コ
ン

ラ
ー
ト
・
ヘ
ッ
セ

[

著]

初
宿
正
典
・
赤
坂
幸
一

[

訳]

『
ド
イ
ツ
憲
法
の
基
本
的
特
質
』(

成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
一
一－

一
二
頁
に
な

ら
い
「
公
共
体
」
と
し
た
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p
.

4
6
.

こ
の
定
義
は
、
英
語
版
の
み
に
存
在
す
る
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

4
3

f.;
S

u
p

ra
n

o
te
(

1
3)

,
p

p
.

4
6

�47
.

邦
訳
、
六
〇－

六
一
頁
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

4
5
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p
.

4
8
.

邦
訳
、
六
三
頁
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

4
7

f.;
S

u
p

ra
n

o
te
(

1
3)

,
p

p
.

4
9

�50
.

邦
訳
、
六
四－

六
五
頁
。

(

	)

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
類
型
と
し
て
、
水
平
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
垂
直
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
区
別
す
る
。
水

平
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
機
関
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
機
関
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
さ
ら
に
区
別
さ
れ
る
。
機
関
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
装
置
が
、
力
の
担
い
手
の
組
織
の
内
部
で
働
く
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
力
の
担
い
手
が
、
協
働
し
て
力
を
行
使
す
る
際
の
コ

・
・
・

ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
機
関
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
装
置
が
、
国
家
の
業
務
に
お
い
て
協
働
す
る
い
く

論 説



(阪大法学) 59 (6 123) 1157 [2010.3]

つ
か
の
力
の
担
い
手
の
間
で
機
能
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
協
働
と
対
立
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

1
6

7

�17
0
,

・
・

1
8

8
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

p
p
.

1
6

4

�

1
6

7
,

1
8

4
.

邦
訳
、
二
〇
七－

二
一
〇
頁
、
二
三
一－

二
三
二
頁
（
引
用
の
強
調
は
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン)

。
他
方
、
垂
直
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
連
邦
制
、
基
本
権
、
お
よ
び
多
元
主
義
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。L

o
e

w
e

n
ste

in
,
(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

2
9

5
ff.;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p

p
.

2
8

5

�38
5
.

邦
訳
、
四
二
七
頁
以
下
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

1
8

9
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p
.

1
8

5
.

邦
訳
、
二
三
二
頁
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

4
4
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p
.

4
7
.

邦
訳
、
六
一
頁

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

1
5
,

4
5
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p

p
.

1
5
,

4
7

�48
.

邦
訳
、
二
七
、
六
二
頁
。

(

�)
L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

III,
V

I;
S

u
p

ra
n

o
te
(

1
3)

,
p
.

v
ii.

邦
訳
、
三
頁
、
お
よ
び
五
頁
。

(

�)

例
え
ば
、K

lau
s

S
te

rn
,

D
as

S
taatsre

ch
t

d
e

r
B

u
n

d
e

sre
p

u
b

lik
D

e
u

tsch
lan

d
,

B
d
.

1
.,

2
.

A
u

fl.,
C

.
H

.
B

e
ck

,
1

9
8

4
,

S
.

9
8

8
f.

邦

訳
と
し
て
、
赤
坂
正
浩
・
片
山
智
彦
・
川
又
伸
彦
・
小
山
剛
・
高
田
篤
（
編
訳
）『

ド
イ
ツ
憲
法
Ⅰ

総
論
・
統
治
編
』(

信
山
社
、
二
〇
〇

九
年
）
三
三
六
頁
（
小
山
編
・
川
又
訳)

。E
b
e

rh
ard

S
ch

m
id

t-�
�
�
��
�
,

D
as

allg
e

m
e

in
e

V
e

rw
altu

n
g

sre
ch

t
als

O
rd

n
u

n
g

sid
e
e－

G
ru

n
d

lag
e

n
u

n
d

A
u

fg
ab

e
n

d
e

r
v
e

rw
altu

n
g

sre
ch

tlich
e

n
S

y
ste

m
b

ild
u

n
g
,

2
.

A
u

fl.,
S

p
rin

g
e

r,
2

0
0

4
,

4
.

K
ap

.
R

n
.

5
7
.

邦
訳
と
し
て
、

太
田
匡
彦
・
大
橋
洋
一
・
山
本
隆
司
（
訳
）『

行
政
法
理
論
の
基
礎
と
課
題

秩
序
づ
け
理
念
と
し
て
の
行
政
法
総
論
』(

東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
六
年
）
二
一
四
頁
。R

alf
P

o
sch

e
r,

F
u

n
k

tio
n

e
n

o
rd

n
u

n
g

d
e

s
G

ru
n

d
g
e

se
tze

s,
in

:
W

o
lfg

an
g

H
o

ffm
an

n
-R

ie
m

/E
b
e

rh
ard

S
ch

m
id

t-�
�
�
��
�

/A
n

d
re

as
�
��

�
	


��
(

H
rsg

.)
,

G
ru

n
d

lag
e

n
d

e
s

V
e

rw
altu

n
g

sre
ch

ts,
B

d
.

1
.,

C
.

H
.

B
e

ck
,

2
0

0
6
,

R
n
.

2
5
.

(

�)
U

lrich
S

ch
e

u
n

e
r,

V
e

ran
tw

o
rtu

n
g

u
n

d
K

o
n

tro
lle

in
d
e

r
d
e

m
o

k
ratisch

e
n

V
e

rfassu
n

g
so

rd
n

u
n

g
,

in
:

T
h

e
o

R
itte

rsp
ach

/W
illi

G
e

ig
e

r(
H

rsg
.)

,
F

e
stsch

rift

�
�

G
e

b
h

ard
�
�
����,

J.
C

.
B

.
M

o
h

r
(

P
au

l
S

ie
b
e

ck)
,

1
9

7
0
,

S
.

3
7

9

�40
2
.

(

�)
U

lrich
S

ch
e

u
n

e
r,

D
ie

K
o

n
tro

lle
d
e

r
S

taatsm
ach

t
im

d
e

m
o

k
ratisch

e
n

S
taat－

D
ie

E
in

g
re

n
zu

n
g

d
e

r
M

ach
t

in
d
e

r

V
e

rfassu
n

g
so

rd
n

u
n

g
d
e

r
B

u
n

d
e

sre
p

u
b

lik
D

e
u

tsch
lan

d
,

1
9

7
7
.

(

	)

シ
ョ
イ
ナ
ー
に
よ
る
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
理
解
を
紹
介
す
る
。
シ
ョ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
い
う
現
象
、
特
に
機
関
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
機
関
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
詳
説
し
た
。S

ch
e

u
n

e
r,
(

A
n

m
.

3
1)

,
S
.

3
8

3
.

民
主
制

に
基
づ
く
憲
法
の
側
面
に
対
す
る
視
点
を
洗
練
化
し
た
。S

ch
e

u
n

e
r,(

A
n

m
.

3
2)

,
S
.

2
4
.

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
議
論
と
民
主
制
を

関
連
づ
け
る
シ
ョ
イ
ナ
ー
の
理
解
は
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
立
憲
民
主
制
を
立
憲
主
義
の
最
終
段
階
と
述
べ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い

｢公法」におけるコントロール概念（一）
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る
と
思
わ
れ
る
。L

o
e

w
e

n
ste

in
,(

A
n

m
.

1
3)

,
S
.

V
,

6
8
;

S
u

p
ra

n
o

te
(

1
3)

,
p
.

7
1
.

邦
訳
、
七
、
九
〇
頁
。
し
か
し
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
名
を
挙
げ
な
い
も
の
の
、
連
邦
制
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
考
慮
し
た
こ
と
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
過
剰
な
拡

張
で
あ
る
と
す
る
。S

ch
e

u
n

e
r,
(

A
n

m
.

3
1)

,
S
.

3
9

5
.

(
�)
本
稿
は
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
た
め
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
の
統
治
機
構
論

を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
シ
ョ
イ
ナ
ー
の
統
治
機
構
論
は
、
そ
れ
自
体
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

(

�)
S

ch
e

u
n

e
r,(

A
n

m
.

3
1)

,
S
.

3
8

0
.

(

�)
S

ch
e

u
n

e
r,(

A
n

m
.

3
1)

,
S
.

3
8

4
.

(

�)
S

ch
e

u
n

e
r,(

A
n

m
.

3
1)

,
S
.

3
8

5
;

d
e

rs.,(
A

n
m

.
3

2)
,

S
.

7
f.

(

�)
S

ch
e

u
n

e
r,
(

A
n

m
.

3
1)

,
S
.

3
8

1
.

シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
一
九
七
七
年
論
文
に
お
い
て
、
コ
ン
ラ
ー
ト
＝
ヘ
ッ
セ
が
唱
え
た
権
力
分
立
の

積
極
的
側
面
を
採
用
す
る
。S

ch
e

u
n

e
r,(

A
n

m
.

3
2)

,
S
.

2
9
.

。

(

�)
S

ch
e

u
n

e
r,(

A
n

m
.

3
1)

,
S
.

3
8

2
f.

(

�)
S

ch
e

u
n

e
r,(

A
n

m
.

3
1)

,
S
.

3
8

4
.

(

�)
S

ch
e

u
n

e
r,(

A
n

m
.

3
1)

,
S
.

3
8

1
.

(

	)
S

ch
e
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f.
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
一
九
七
〇
年
論
文
で
は
、
七
つ
の
メ
ル
ク
マ

ー
ル
と
形
式
を
挙
げ
て
い
る
。
本
稿
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
過
程
を
分
析
し
、
三
つ
の
構
成
部
分
に
つ
い
て
述
べ
た
一
九
七
七
年
論
文
を
も

と
に
構
成
し
た
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ク
レ
ー
プ
ス
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
を
論
じ
た
文
献
と
し
て
マ
イ
ン
を
扱
う
が
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
＝
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
シ
ョ
イ

ナ
ー
と
マ
イ
ン
を
関
連
付
け
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
展
開
す
る
。
本
稿
は
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
叙
述
に
従
っ
た
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
シ
ョ

イ
ナ
ー
と
マ
イ
ン
を
「
直
接
的
な
決
定
権
能
の
代
替
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
表
題
の
下
に
並
列
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

シ
ョ
イ
ナ
ー
と
マ
イ
ン
の
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
に
よ
る
並
列
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
主
制
観
の
違
い
か
ら
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を
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議
会
を
「
全
権
」
を
有
す
る
機
関
と
考
え
る
マ
イ
ン
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
下
し
た
カ
ル
カ
ー
決
定

を
批
判
す
る
。M
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本
判
決
の
評
釈
と
し
て
、
高
田
敏
「
高
速
増
殖
炉
型
原

発
の
設
置
の
許
可
と
原
子
力
法
の
合
憲
性

カ
ル
カ
ー
決
定

」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
（
編
）『

ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
二
版)』

（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）
三
六
九－

三
七
六
頁
、
特
に
三
六
九－

三
七
〇
頁
。

(

	)

マ
イ
ン
は
、
決
定
と
そ
の
代
替
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
本
質
的
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、「
…
…
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
、
決
定
の
特
徴
を
獲
得
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
限
界
と
し
て
決
め
ら
れ
る
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付
記
�
本
稿
脱
稿
後
に
、
�
田
栄
司
「
Ｋ
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
お
け
る
『
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』
概
念

憲
法
に
よ
る
水
平
的
コ
ン

｢公法」におけるコントロール概念（一）



ト
ロ
ー
ル
の
諸
相

」
法
学
論
集
（
関
西
大
学
）
第
五
九
巻
第
三
・
四
合
併
号
一－

五
六
頁
に
接
し
た
。
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